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辛
福
実
感

への
転
進 〗(0)(0)疇先を読む一®

國嗣

いかに時流を読み、巨大転換

に適応するか。「100年先を

読む」シリーズの 2作目となる

新干lj『幸福実感社会への転進J
好評発売中です。

ご注文は巻末のハガキか、オンラ

インショップからどうぞ。

今
年
は
明
治
維
新

一
五

0
年
で
あ
る
。

幕
末
か
ら
明
治
政
府
成
立
ま
で
の
経
緯
に

せ
ん
さ
く

つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
に
詮
索
さ
れ
て
い
る

が
、
新
生
政
府
が
実
施
し
た
政
策
が
日
本

を
大
国
に
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
富

国
強
兵
を
推
進
し
て
い
な
け
れ
ば
、
多
数

の
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
の
よ
う
に
西
欧
諸

国
に
支
配
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
殖

産
興
業
を
推
進
し
た
お
か
げ
で
一
九
八
〇

年
代
に
は
世
界
第
二
の
工
業
大
国
に
な
る

こ
と
に
も
成
功
し
た
。
文
明
開
化
は
近
代

一
九
九
二
年
の
世
界
の
企
業
の
時
価
評
価

総
額
の
上
位
二
0
社
に
は
日
本
企
業
が
八

社
登
場
し
て
い
た
。
し
か
し
四
分
の

一
世

紀
後
の
二
0
一
七
年
に
は
日
本
企
業
は
上

位
か
ら
消
滅
し
、
上
位
五
社
は
ア
ッ
プ
ル
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な

ど
ア
メ
リ
カ
の
新
興
情
報
企
業
、
六
位
と

八
位
は
ア
リ
バ
バ
と
テ
ン
セ
ン
ト
と
い
う

中
国
の
新
興
情
報
企
業
が
躍
進
し
、
日
本

は
よ
う
や
く
三
九
位
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
が

登
場
す
る
。

こ
の
激
変
の
理
由
は
明
確
で
あ
る
。
明

治
政
府
の
政
策
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
日

本
を
画
一
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸

幕
府
は
全
国
を
統
治
し
て
い
た
も
の
の
、

実
際
は
二
七

0
余
藩
が
独
自
の
制
度
、
経

済
、
教
育
な
ど
で
地
域
を
維
持
す
る
分
権

国
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
政
府
は

法
律
、
通
貨
、
教
育
、

言
語
な
ど
を
統

一
し
、
日
本
全
体
を
集
権
国
家
に
再
編
し

た
。
こ
れ
は
工
業
時
代
に
は
格
好
の
政
策

で
あ
っ
た
。
近
代
工
業
は
企
業
が
同

一
製

品
を
大
量
生
産
し
、
民
衆
が
大
量
消
費
す

る
仕
組
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
類
似
内
容
の
小
説
や
同
エ
異

曲
の
音
楽
が
評
価
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
情

日
本
を
大
国
に
し
た
明
治
維
新

＿ 

栄
光
の
否
定
が
再
生
の
必
須
条
件

国
家
と
し
て
必
要
な
社
会
基
盤
の
整
備
を

可
能
に
し
た
。

こ
の
経
緯
を
明
示
す
る
「
マ
ジ
ソ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
統
計
が
あ
る
。

世
界
の
約

一
五
0
か
国
の
国
内
総
生
産
を

過
去
二

0
0
0
年
間
に
つ
い
て
調
査
し
た

労
作
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の

一

人
あ
た
り
国
内
総
生
産
を
外
国
と
比
較
し

て
み
る
と
、
明
治
時
代
に
は
欧
米
諸
国
が

日
本
の
三
倍
か
ら
五
倍
で
あ
っ
た
が
、
次

第
に
日
本
が
肉
薄
し
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
敗
戦
に
よ
っ
て

一
旦
は
格
差
が
拡
大
し

た
も
の
の
、

一
九
八

0
年
代
に
対
等
に
な

報
は
柑
違
し
て
い
る
こ
と
に
価
値
が
あ

り
、
結
果
と
し
て
情
報
社
会
は
多
様
が
最

大
の
特
徴
と
な
る
。
二

0
世
紀
初
頭
、
日

本
は
モ
ノ
を
生
産
す
る

一
次
産
業
と
二
次

産
業
の
就
業
者
数
が
全
体
の
八
割
、
サ
ー

ビ
ス
や
情
報
を
提
供
す
る
三
次
産
業
は
二

割
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
現
在
、
前
者
は

三
割
、
後
者
が
七
割
で
あ
る
。
社
会
の
根

底
が
転
換
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
衰
退

の
原
因
で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
に
政
府
は
全
国
二
0
か

所
以
上
に
鉄
鋼
、
造
船
、
化
学
な
ど
の
産

業
を
立
地
さ
せ
る
基
地
を
造
成
し
た
が
、

大
半
は
期
待
す
る
結
果
に
到
達
し
な
か
っ

た
。
以
後
も
テ
ク
ノ
ボ
リ
ス
、
国
際
会
議

観
光
都
市
な
ど
を
政
府
の
音
頭
で
実
施
し

た
が
目
的
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
現
在

の
政
権
の
主
要
政
策
に
地
方
創
生
が
あ

る
。
し
か
し
、
現
実
は
中
央
政
府
が
枠
組

み
を
設
定
し
、
そ
こ
に
地
方
政
府
が
応
募

し
て
合
格
し
た
提
案
に
資
金
が
配
分
さ
れ

る
と
い
う
集
権
国
家
の
ま
ま
の
仕
組
み
で

推
進
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
状
態
を
多
様
に
転
換
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が
、
幸
運
な
こ
と
に
日

本
に
は
多
様
な
基
盤
が
あ
る
。
第

一
は
自

然
の
多
様
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
日
本

に
は
五
五
六
二
種
の
植
物
が
繁
殖
し
て
お

り
、
約
三
六
％
は
日
本
固
有
で
あ
る
。
類

似
の
島
国
イ
ギ
リ
ス
は
一
六
二
三
種
で
、

固
有
は
一
％
で
し
か
な
い
。
そ
の
自
然
を

反
映
し
た
文
化
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
ユ

ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
二
五
が
登
録

さ
れ
、
世
界
二
位
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
礎

に
し
た
多
様
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

魚
類
が
全
盛
で
あ
っ
た
四
億
年
前
に
陸

地
に
上
陸
す
る
と
い
う
冒
険
を
し
た
両
生

動
物
か
ら
現
在
の
多
種
多
様
な
生
物
世
界

が
展
開
し
た
。
現
状
か
ら
の
脱
却
が
発
展

を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
維
新
も
二

六
0
年
以
上
持
続
し
た
安
泰
な
過
去
の
否

定
に
よ
っ
て
日
本
を
大
国
に
し
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
閉
塞
状
態
の
現
在
の
日
本
を
再

生
す
る
た
め
に
は
既
存
体
制
の
否
定
が
必

要
で
あ
る
。
明
治
維
新
一
五

0
年
を
祝
賀

す
る
の
で
は
な
く
、
否
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
そ
多
様
な
日
本
へ
再
生
で
き
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
は
様
相
が
一
変
し
て
し

ま
っ
た
。
日
本
の
栄
華
の
残
光
が
あ
っ
た

変
化
に
対
応
で
き
な
い
日
本
社
会

る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
時
期
で
あ
る
。
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0
年
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否
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か
ら

出
発
す
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新
生
日
本


